
【氏 名】 下木 猛史（しもき たけし） 

【職 位】 教授 

【学 位】 修士（社会福祉学、鹿児島国際大学） 

【主な担当科目】 社会福祉、社会的養護Ⅱ、特別支援教育Ⅰ、保育実習指導Ⅰ（施設） 

         保育実習指導Ⅲ（施設）、保育・教育基礎研究Ⅲ 

【主な研究業績】  

○著書等   

１．「学ぶ・わかる・みえる シリーズ保育と現代社会 保育と社会的養護Ⅰ」共著、み

らい、2020年 

２．「学ぶ・わかる・みえる シリーズ保育と現代社会 演習・保育と社会的養護実践 

  －社会的養護Ⅱ－」共著、みらい、2019年 

３．「子どもの心をはぐくむ生活～児童心理治療施設の総合環境療法～」共著、東京大学

出版会、2016年 

４．「情緒障害児短期治療施設（児童心理治療施設）運営ハンドブック」共著、厚生労働

省雇用均等・児童家庭局家庭福祉課、2014年 

 

○学術論文 

１．下木猛史、「保育の人材確保を阻むもの－実習後のアンケート調査からみえてきたこ

と－」、豊岡短期大学論集、第 18号、p209～p216、2022年 

２．下木猛史、「児童養護に携わる援助者の成長についての一考察 ～援助者の持つ「強

さ」「弱さ」をキーワードにしたアンケート調査から～」、豊岡短期大学論集、第 16

号、p153～p162、2020年 

３．下木猛史、「児童養護施設職員の離職の意思とバーンアウトとの関係についての一考

察－Ａ県の児童養護施設職員へのアンケート調査を通して－」、鹿児島国際大学大学

院学術論集、第 10集、p1～p11、2018 

４．下木猛史、「援助者チームが抱える意思決定の「弱さ」について－グループシンク（集

団浅慮）の視点から－」心理治療と治療教育－情緒障害児短期治療施設研究紀要、第

27号、p29～p35、2016年 

 



○学会発表等 

１．児童心理治療施設における過去・現在・未来～「なおす」から「育つ」へ～、日本子

ども虐待防止学会第 23回学術集会ちば大会、2017年 12月 

２．第 34回資生堂児童福祉海外研修団、ニュージーランド、2008年 9月 

３．第 34 回（2008 年度）資生堂児童福祉海外研修報告書～ニュージーランド児童福祉

レポート、共著、公益財団法人資生堂社会福祉事業財団 

４．子どもの虹情報研修センター（日本虐待・思春期問題情報研修センター）児童養護施

設職員指導者合同研修会シンポジウム「子どもの未来像を描く－ケースから学んだ

こと－」シンポジスト、2008年 

５．子どもの虹情報研修センター（日本虐待・思春期問題情報研修センター）児童養護施

設職員指導者研修事例検討会司会、2007年 

 

○その他 ※社会活動など 

１．北九州市児童養護施設協議会ケアワーカー部会講師（2024年） 

２．社会福祉法人慈愛会 児童養護施設 清心慈愛園ケース検討会助言者（2024年） 

３．学校法人神村学園 神村学園専修学校こども学科非常勤講師（社会的養護Ⅱ）（2023 

年～現在に至る） 

４．児童心理治療施設 こども L.E.C センター（熊本県）生活支援員スーパーバイザー

（2022年～現在に至る） 

５．鹿児島県社会福祉事業財団 児童養護施設 仁風学園 ケースコンサルテーション

助言者（2021年～現在に至る） 

６．福岡市立児童心理治療施設 第三者委員（2020年～現在に至る） 

７．社会福祉法人愛光会 児童養護施設 桜島学園 新任研修会講師、2018年・2019年 

８．社会福祉法人友愛会 児童養護施設友愛学園 理事（2014年～現在に至る） 

９．厚生労働省 施設運営の手引書編集員会 児童心理治療施設委員、2012年 

１０．厚生労働省 児童養護施設等の社会的養護の課題に関する検討委員会 情緒障害

児短期治療施設部門委員、2011年 

 

 


